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〔研究ノート〕
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石川幹人
（明治大学文学部助教授）
1．はじめに
　パソコン、携帯電話の急速な普及と相まって、電
子化されたテキス’ト情報は豊富になってきた。研究
材料として電子化された文書を手軽に入手すること
も可能になってきた。また、若年層においてメール、
電子掲示板といった電子化されたテキストベースで
の情報交換の場は生活の一部、いや、中心になりっ
つある。教室内で携帯電話でメールのやりとりをす
る学生の話もよく耳にする。
　今回、研究材料としてインターネット上の電子掲
示版の書き込みデータファイルおよび青空文庫ファ
イル（著作権フリーの文学作品、著作権者が公開に
同意した作品をテキスト形式で無料公開している；
http：〃www．aozora．gr．jp）を取り上げ、それを関係デ
ータベース化し対話式解析を可能にする簡易ツール
の試作を試みた。
2．データベースシステム設計の概念
　テキストマイニング等の研究を目的とした場合、
典型的な問い合わせ処理に含まれない、データに内
在する相関性や系列パターンの発見、さらにクラス
タリングなどデータの組織化のための機能の実装が
求められる。このような大阜のテキストデータを対
象にした高度な問い合わせを行う場合、テキストデ
ータベースの構築が考えられる。テキストデータベ
ースに格納するデータは属性が与えられず問い合わ
せ自由度の高い非構造データ（unstructured　data）
であるという点が、関係データベースとの最大の相
違である。最近、各大学、企業等の研究機関のプロ
ジェクトチームにおいて、テキストデータベースの
構築、また、その解析システムの研究が行われてい
る。しかし、テキストデータベースは大規模かつ汎
用的な研究目的を対象に行うため、構築コスト、お
よび研究毎にカスタマイズする場合のプログラミン
グ等の作成コストもはかりかねる。また、ランダム
なテキストデータから最適パターンを検索するよう
なアルゴリズムの開発そのものも、大きな研究課題
となっているのが現状である。
　今回は、ある程度研究対象を絞込み、均質な構造
をもつデータを対象に関係データベースを構築し、
典型的な検索・統計処理等を行うことを考えた。
　関係データベースに格納するデータは明示的に属
性が与えられたテーブルであり、メタ文字などによ
り値域も制限できる構造データ（structured　data）
である。キーとなるデータを利用して、複数のテー
ブルを結合することなどが容易にできる。この種の
データベースで情報検索システムを構築する場合、
項目として登録されたキーとなる単語等を含む論理
演算式を用いて検索式を与え、検索をすすめる方法
が主である。テキスト検索をメインとする情報検索
の場合、このような問い合わせ記述はなじまないと
思われる。検索を行うたびにSQLによる検索式を用
いるのでは、ユーザインターフtイスとしても問題
があると思われる。
　本稿の関係データベースでは、短いテキストデー
タをレコードとして持つように設計をし、アプリケ
ー一一VョンはMicrosoft　Accessを用いた。データ構造
は以下のようである。
1）データベースは属性テーブルとデータテーブル
　から構成される
2）属性テーブルは正規性より汎用性を主とした
3）データ部分はファイルデータ入力時に意味のあ
　　るテキスト単位ごとにメモ型（64，000文字まで
　　のデータ）レコードに切り分けて格納した
　今回、構築した関係データベースの一番の特徴と
しては、研究対象のデータファイルのテキストデー
タを、ある一定のポリシーで意味のあるテキストデ
ータに分割して格納したことである。たとえば電子
掲示板の書き込みをダウンロードしたデータファイ
ルでは、一人が一回に書き込んだ分毎にデータを切
り分けて格納した。属性データは書き込み毎に1レ
コード作成した。青空文庫ファイルでは文章を一文
つつに切り分け格納した。属性データは作品毎に1
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レコード作成した。どちらの場合もテーブルの項目
定義は共通である。通常の関係データベース構築時
には正規化を必要とするが、あえて汎用性を重視し
た。
　汎用性を重視した属性部、そして、データ部のテ
キスト文字数を多くとりながら、ある程度の意味を
持った塊として格納することによってstructured
dataとunstructured　dataの中間的な意味を持たせ
て開発コスト牽抑え、統計処理を簡易にしながらも、
ある程度の汎用的な検索が行える構造とした。
　また、操作性においても、問い合わせ指示フォー
ム作球時1モ．昌QLによる検索式を用いているが、その
ユーザxtンターフェイスを工夫することにより操作
性を保つ努力碧した。（後述）
3．解析データ取り込み処理
3－1．サンプルデータの入手について
　今回、サンプルとなる電子化されたテキストデー
タをインター一一一ネットから入手するにあたり、次のこ
どを考慮した。
1）利用にあたり著作権等の問題をクリアしている
　　著作権フリーであることが謁われている文学
　作品データファイルおよび電子掲示板の管理者
　　にその利用を許可された書き込みデータを利
　用。書き込みデータの解析結果については、個
　人の属性、文体は公開・例示等をしない。
2）時系列のデータ推移を考察できる
　　電子掲示板の中にはインターネットが普及す
　　る前のパソコン通信が主だった時期から10年
　以上の運営期間を誇るものもある。書き込みデ
　ー1においても数年前までさかのぼりダウンロ
　ードが可能である。
3）ある程度構造的に整っているデータファイル
　　属性情報を取り出しうる指標やルールが読み
　　取れるデータ、また、テキストデータをある意
　　味の単位に分割することが可能であるものを取
　　り上げた。
　今回利用した文学作品データファイルは青空文庫
から収集したが、この他にも研究利用可能な電子化
された言語資源が国内外で数多く公開されている。
情報処理学会「自然言語資源の共有化研究グループ」
（松本裕治ほか）の調査報告で研究利用可能な言語
資源が紹介されている（http：〃cl．aist－nara．ac．jp）。
3－2．データ取り込みの手順
　ダウンロードじたデータファイルゑらデータベー
スへのデー一．タの取り込みを以下の手順で行った。
1）データファイルの構造を解析する
　データファイルの構造を解析し属性データとし
て利用できる部分およびデータの切り分け単位を
考察する。電子掲示板の書き込みデ＝i－，タでは、書
き込み単位で挿入されていた制御文字を切り出し
に利用した。また、青空文庫ファイルでは、ファ
イルの先頭2行に作者名とタイトルが挿入されて
おり、属性情報として利用した。
2）構造に応じてプログラミングする
　デrタファイルの構造に応じて属性部、データ
部を切り分けテーブルに格納するプログラムを作
成する。青空文庫のデータ切り出しロジックを簡
単に示す。
　・指定したファイルをオープンする
　・ユ行目を作品名、2行目を作者名として属性テ
　　ーブルに格納する（シーケンシャル番号をふる）
　・本文を一文字ずつ読み込む
　・制御文字は無視する
　・句点なら文の終わりとしてバッファに格納され
　　た文をデータテーブルに格納しバッファをクリ
　　アする　，　　　　　　　　　　　．　t、，
　　　　　　　　　　　　x　・文頭に括弧”「”がある場合は次の括弧”」”までを
　　文として格納する（会話文）
　・文内の括弧は普通の文字とみなす（文内の会話
　　文は文の要素と考える）
　・EOF（ファイルの終端）まで処理し、ファイル
　　を閉じる
　プログラムはAccessのVBAを利用して作成した。
3）プログラムを実行させる
　今回扱った電子掲示版のデータでは、年度毎にダ
ウンロードした6本のファイルから電子掲示版への
投稿単位に約10，000件の属性レコードおよびデータ
レコードを切り出した。エラーは数件程度発生した。
　また、青空文庫データではダウンロードした172
本のファイルから172件の属性レコードと56，137件
のデータレコードを切り出した。青空文庫データの
取り込み時には属性部分と本文部分を切り分ける処
理のほかに、本文データを文単位に切り分ける処理
も同時に行うようにプログラムを作成した。青空文
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庫データで属性レコードとデータレコードの数が著
しく違うのは、そのためである。青空文庫データに
おいて本文データを文単位に分割した理由として、
小説において文単位の統計処理と係り結び等の検索
（後述）を行おうとする解析目的の意図、およびテ
キストデータベースと関係データベースの中間的な
データベースの利用についての考察があげられる。
　また、2）の処理において、ファイル構造毎のプ
ログラミングが発生したが、ファイルの切り分け部
分のカスタマイズによるプログラミング作業時間は
電子掲示板データ、および青空文庫データの両方に
おいて、それぞれ1人日程度の基本的なVBAのプロ
グラミング作業で完了した。
　本稿では、データベース化された上記の2種類の
データのうち、青空文庫データの解析を主としてそ
の成果を述べたい。
4．対話式解析機能
　今回は、語句単位ではなく文単位の解析をメイン
に開発を行った。抽出方法としては、SQLによる検
索式をデータレコードに実行するのであるが、ユー
ザインターフェイスは検索パターンのみを入力して
実行ボタンをクリックすることにより簡易に実行で
きるように工夫した。検索条件には「係り結び」や
長文の指示ができるようにLIKE文のパターンをそ
のまま入力できるようにした。
　　　例・＊決して＊しない＊
　　　　　　＊納豆＊嫌い＊
　上の例では、一文内に「～決して～しない～jと
いうパターンが含まれるものを抽出する。下段の例
では一文内に「～納豆～嫌い～」というパターンが
含まれるものを抽出する。
　LIKE演算子の他のワイルドカー一一トを使い多様な
パターンを指定することも出来る。
繊瓢鱗灘灘、私［は，が，も，には］＊です
太宰治
、嚢
輪轍1と購欄壬kete
灘灘鞭羅騰舗欝のsmaを脚し塊轍で烈
私は一日ぼんやりして、翠る朝、急に　田6細こ逢いたくなったのです。
私は正気です。
．礫継盤灘縢鯛灘欝蕪緻
図1　パターン検索フォーム　検索条件にLIKE文のパターンを入力し実行ボタンを押下すると、パ
ターンにマッチしたレコードが抽出される。検索結果は文単位で表示される。属性情報として作者名
を指定することも出来る。
56
検索指示例：
．複数の文字
1文字
1つの数字
指定範囲内の文字
指定範囲外の文字
数字以外の文字
組み合わせ
パターン例
　a＊a
　a？a
　a＃a
【a・z］、【は，も，ら】
［！a－z】
［！O・9】
a［！b－m］＃
　上記のようなワイルドカードを利用して同義的な
表現の抽出を行うことも可能である。
　　　　例：
　　　　　私【は，が，も，には1＊です。
例では、「私は～です。」「私も～です。」「私が～です。」
「私には～です。」という表現が含まれる文章を同時
に抽出することが出来る。このようなパターンによ
る検索は、単純なAND、　ORの検索とは異なり語順
を含めたパターンを抽出することが出来る。
　また、属性情報も検索条件として同時に利用する
ことにより、特殊なパターンがある作者にだけ頻出
する等の考察等も可能である。「抽象化した文」とい
うパターンで検索を行い、多様性を吸収し内容を取
り出す抽出方法といえよう。
　抽出結果は文単位で表示される。このような検索
目的の場合、検索結果としては文全体が見られた方
が考察しやすいと考え、表示方を考慮した（図1）。
5．今後の研究課題
　方針としては、本稿で試作したツールの機能の充
実を図り、データベースからの知識獲得に応用して
いくことを考える。また、本稿では関係データベー
スを利用した解析を目的としたが、今後、新たにテ
キストデータベースの構築も考える。
　具体的に、以下の項目を挙げる。
5－1．統計機能の充実
　検索抽出結果に応じ、検索と同時に出現頻度等を
算出し、グラフィカルに表示するような異なった視
点で分析できる機能を作成したい。
5－2．WEBデータの利用
　本稿では、インターネット上からダウンn－一ドし
たテキストファイルを対象としたが、zaJeb上では大
量の情報の殆どがHTMLで記述されている。これら
のデータは、タグにより半ば構造化されている。
　研究材料として収集したHTML、　XMLデータを
タグベースで切り分け関係データベース化する機
能、およびその解析を考える。
5－3．テキストデータベースの構築
　明示的な構造をもたいない、非均質なテキストデ
ータに対しての解析も行いたい。この場合は、
Microso丘Accessを用いた今回の手法ではなく、他の
データベース、および検索関係のソフト等の利用が
必要になってくる。それらの調査も含め、企業、大
学における研究機関の自然言語解析関連の情報に注
目していきたい。
5．おわりに
　今後も様々な種類のテキストデータファイルを研
究材料として扱うことになるが、対象となるデータ
の構造、そして、その分析目的、分析手法等に応じ
て、ファイルからテーブルに格納する際のデータ化
を柔軟に変えていくこともデータベース化のひとつ
の手法であると考える。本稿においても、試作当初、
電子掲示版の書き込みデータ解析用に開発したデー
タベースシステムに青空文庫データのデータ化およ
び解析機能を追加した。
　Microsoft　Accessで提供される機能およびVBAを
作りこむごとによりフレキシブルにデータ構造に対
応しながらも短時間で開発することができた。今後、
言語データベースの開発を進めるとともに、インタ
ーネット上に散在する身近なデー一一タでデータマイニ
ング田等も試みたい。
謝辞
　データ整理の一部は、久富武志氏に協力いただい
た。また、本研究の一部は、明治大学科学技術研究
所「重点研究」の支援を受けて行った。
参考文献
1）那須川哲哉，河野浩之，有村博紀：テキストマイ
　ニング基盤技術，人工知能学会誌，VbL　16　No．2，
　2001年3月
2）前川守：文章を科学する1000万人のコンピュー
　タ科学3，岩波書店，1995
Illデータマイニング　（Data　Mining）
　データベースに蓄積されたデータから、自明でない規則
　性やパターンを半自動的に取出す方法についての科学的
　研究
